
（令和５年３月末時点）

評価 評価内容
前文 （略）

－

検証対象外

第1条 「目的」
この条例は、合議制の機関である

議会の役割を明らかにするととも
に、議会活動に関する基本的事項を
定めることにより、議会がその機能
を高め、市民福祉の向上及び市の発
展に寄与することを目的とする。

－

検証対象外

第2条 「基本理念」
議会は、本市の意思決定を担う唯

一の議事機関として、市民の意思を
踏まえた公平かつ公正な議論、審
議、審査等を尽くし、地方自治の実
現を目指すものとする。

－

検証対象外

「議会の活動原則」
議会は、公平性、透明性及び信頼

性を重視し、市長等執行機関（以下
「市長等」という。）の行政運営の
監視を適切に行うものとする。

Ａ

公平性、透明性及び信頼性を重視し、本会議、各常任委
員会、議員全員協議会等の場で適切に行っている。

②議会は、調査研究を通じ、政策
立案、政策提言等（以下「政策立案
等」という。）の強化に努めるもの
とする。

Ｂ

新型コロナウイルス感染症の影響により、調査研究が十
分に行えなかったが、代表・一般質問等を通して政策に
反映はできている。

③議会は、情報公開に努めるとと
もに、議会への市民参加の推進に取
り組むものとする。 Ａ

市民との意見交換会を対面で２回開催している。

④議会は、市民の負託に的確に応
える議会の在り方を探求し、議会改
革に継続的に取り組むものとする。 Ｂ

意見交換会の開催回数を増やし、さらに市民の声を聞
き、負託に応える必要がある。

第4条 「議長及び議員の活動原則」
議長は、議会を代表し、公正かつ

公平な立場において職務を行い、効
率的な議会運営を行うものとする。

Ｂ

おおむね効率的な議会運営を行っている。

②議員は、言論が議会活動の基本
であることを認識し、議員相互の自
由な討議の推進を重んじるものとす
る。

Ｂ

議員間で討議をする機会を増やすとともに、質を高める
努力が必要である。
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評価 評価内容条・条項
第4条 ③議員は、特定の地域、個人又は

団体の意向に捉われず、市民全体の
福祉の向上に幅広い視野をもって取
り組むものとする。

Ｂ

特定の地域、個人又は団体の意向に捉われないように、
常に心がける必要がある。

④議員は、審議、審査、政策立案
等に必要な資質の向上を図るため、
研さん及び調査研究に努めるものと
する。

Ｂ

行政視察、インターネット等を活用した調査研究を行う
とともに、全議員を対象とした研修会を増やす必要があ
る。

⑤議員は、議員活動を優先するも
のとする。

Ｂ

おおむねできている。

「委員会」
美馬市議会委員会条例（平成17年

美馬市条例第218号）に規定する常
任委員会、議会運営委員会及び特別
委員会（以下「委員会」という。）
は、議案等の審査を行うに当たり、
議論を尽くし、市民に分かりやすい
審査を行うよう努めるものとする。

Ｂ

おおむねできているが、市民に分かりやすく伝わるよう
努力する必要がある。

②委員会は、その属する所管事項
について、積極的に調査研究を行う
ものとする。 Ｂ

付託された議案等についてはおおむねできているが、委
員会での行政視察の結果を市の政策へ反映させる必要が
ある。

「会派」
議員は、議会活動を円満に行うた

め、会派を結成することができる。 －

検証対象外
会派の位置づけについて常に考える必要がある。

②会派は、議員活動を支援すると
ともに、政策立案等に関し、意見の
集約及び調整を行い、合意形成を図
るものとする。

Ｂ

会派内での合意形成に向け、さらなる工夫と努力をする
必要がある。

「市民参加及び市民との連携」
議会は、市民が議会活動に参加す

る機会を確保する。 Ｂ

市民（２団体）との意見交換会を開催している。

②議会は、必要に応じて参考人及
び公聴会を活用し、専門的知見又は
政策的意見を議会の政策立案等に反
映させるよう努めるものとする。

Ｃ

参考人及び公聴会の活用による政策立案等は行えていな
い。

③議会は、請願及び陳情を市民に
よる政策提案と位置付け、真摯に対
応するものとする。 Ａ

請願、陳情には適切に対応している。

第5条

第6条

第7条

- 2 -



評価 評価内容条・条項
第8条 「意見交換会」

議会は、市民と自由に意見及び情
報を交換するため、積極的に意見交
換会の機会を設けなければならな
い。

Ａ

コロナ禍においても、対面での意見交換会は開催した
が、できる限り増やす努力が必要である。

「議会と市長等との関係」
議会は、市長等との立場及び権能

の違いを踏まえ、常に緊張感のある
関係を構築するよう努めなければな
らない。

Ｂ

常に緊張感を保つよう努める必要がある。

②本会議及び委員会における議員
と市長等との質疑応答は、広く市政
上の論点、争点を明確にし、議論を
深めるため、議員の質問又は質疑に
対し答弁をする者は、議長又は委員
長の許可を得てその意図を確認する
目的で反問権を行使することができ
るものとする。

Ｂ

反問権は、理事者側が行使するためのものなので、対応
ができていないところがある。

「政策等の形成過程の説明」
議会は、市長等が提案する重要な

政策等について、政策等の水準を高
めるため、市長等に対し、次に掲げ
る事項の説明を求めることができる
ものとする。
（1）政策等を必要とする背景、目
的及び効果
（2）他の自治体の類似する政策等
との比較検討の内容
（3）総合計画（政策の基本的な方
向を総合的かつ体系的に定める
計画をいう。）との整合性
（4）市民参加の状況
（5）財源措置及び将来負担すべき
経費

Ｂ

主要事業等の説明は議員全員協議会において受けてお
り、代表・一般質問においても説明を求めている。

②議会は、予算及び決算の審議に
おいて、前項の規定に準じて市長等
に対し、説明を求めることができる
ものとする。

Ｂ

決算は決算審査特別委員会においてできているが、予算
は予算審査特別委員会の設置を検討する必要がある。

「議決事件の拡大」
議会は、議事機関としての機能を

強化するため、地方自治法（昭和22
年法律第67号）第96条第2項の規定
により、積極的に議決事件の範囲の
拡大を図るものとする。

Ｂ

現状では議決機関としての機能は図れている。

②前項の規定による議会の議決す
べき事件の追加については、別に条
例で定める。 Ａ

必要な措置を講じる。

第9条

第10条

第11条
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評価 評価内容条・条項
第12条 「予算の確保」

議会は、二元代表制の趣旨を踏ま
え、議事機関としての機能を充実す
るため、必要な予算の確保に努める
ものとする。

Ｂ

十分とは言えないが確保できている。

「政務活動費」
会派は、議員の調査研究その他の

活動に資するため、美馬市議会政務
活動費の交付に関する条例（平成19
年美馬市条例第2号）の規定によ
り、政務活動費を厳正かつ適正に活
用するものとする。

Ａ

新型コロナウイルス感染症の影響により、十分な活動は
できていないが、会派により適正に処理ができている。

②会派は、政務活動費の使途の透
明性を確保するものとする。

Ａ

収支報告書や領収書の公開をすることにより透明性は確
保できている。

第14条 「議長交際費」
議会は、議長交際費の使途の透明

性を確保するものとする。 Ａ

支出状況を公開することにより透明性は確保できてい
る。

第15条 「研修の充実」
議会は、議員の資質の向上を図る

ため、議員研修の充実に努めるもの
とする。

Ｂ

新型コロナウイルス感染症の影響により、十分にはでき
ていないが、委員会の行政視察研修は実施している。
全議員を対象とした研修会を増やす必要がある。

「議会図書室の充実」
議会は、議員の調査研究その他の

活動に資するため、議会図書室の図
書、資料等の充実を図るとともに、
その機能の強化に努めるものとす
る。

Ｃ

充実及び機能強化に努める必要がある。

②議員は、積極的に議会図書室を
活用するものとする。

Ｃ

積極的に活用をしていく必要がある。

「広報広聴の充実」
議会は、市政及び議会に関する情

報を市民に公表するものとする。 Ａ

広報紙、ホームページ、ケーブルテレビ等で実施してい
る。

②議員は、議会活動について多様
な手段を活用し、積極的に情報発信
及び情報収集を行い、広報及び広聴
の充実を図るものとする。

Ｂ

タブレット型端末の活用で多様な情報収集及び情報発信
が可能となったが、広報及び広聴を充実させたとは言え
ないので、タブレット型端末をさらに活用できるように
研修に努める必要がある。

第18条 「情報通信技術の活用」
議会は、積極的に情報通信技術を

活用し、市民に分かりやすく効果的
かつ効率的な議会活動に努めるもの
とする。

Ｂ

タブレット型端末をさらに活用できるように研修に努め
る必要がある。

第13条

第16条

第17条
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評価 評価内容条・条項
第19条 「情報公開」

議会は、公文書の開示請求に当た
り、美馬市情報公開条例（平成17年
美馬市条例第230号）の規定によ
り、情報公開に適正に対応するもの
とする。

Ａ

適正に対応できている。

「災害等緊急時の対応」
議会は、災害等緊急時において迅

速かつ適切に対応するため、組織体
制の確立に努めなければならない。

Ａ

美馬市議会ＢＣＰの中で明確に組織体制、連絡体制がで
きている。

②前項の規定による災害等緊急時
の議会の対応について必要な事項
は、別に定める。 Ｂ

美馬市議会ＢＣＰによる連絡体制の作成など一定の取組
は行っているが、今後も危機感を持ち、常に検証・見直
しに努める必要がある。

第21条 「交流及び連携」
議会は、議員の調査研究その他の

活動に資するため、他の自治体の議
会と意見交換を行い、積極的に交流
及び連携を図るものとする。

Ｂ

新型コロナウイルス感染症の影響により、他の自治体の
議会との交流は十分とは言えない。

第22条 「議会事務局の 体制整備」
議会は、議会活動を円滑かつ効率

的に行うため、議会事務局の機能の
強化及び組織体制の整備を図るもの
とする。

Ａ

強化の必要性は感じるが、現状でも効率的に行ってい
る。

「政治倫理等の保持」
議員は、高い倫理的義務が課せら

れていることを自覚し、市民の代表
として品位を保持し、識見を養うよ
う努めるものとする。

Ｂ

高い倫理観をもって市民の負託に応えられるように、さ
らなる識見を養うよう努める必要がある。

②議員は、情報通信技術を活用し
た情報発信その他の議員活動を行う
に当たり、個人情報の漏えいその他
不利益を与える行為を行うことのな
いよう努めなければならない。

Ａ

適切に対処している。

「議員定数」
委員会又は議員が美馬市議会議員

の定数を定める条例（平成21年美馬
市条例第1号）に規定する議員定数
の条例改正を提案するときは、専門
的知見を有する者等の意見を十分に
活用し、明確な理由を付して提案す
るものとする。

Ｂ

今後の課題として、常に考える必要がある。

②議員定数の基準は、財政力、人
口、面積等を考慮する。

Ｂ

適正な基準について、常に考える必要がある。

第20条

第23条

第24条
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評価 評価内容条・条項
「議員報酬」
委員会又は議員が美馬市議会議員

の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例（平成17年美馬市条例
第43号）に規定する議員報酬の条例
改正を提案するときは、専門的知見
を有する者等の意見を十分に活用
し、明確な理由を付して提案するも
のとする。

Ｂ

今後の課題として、様々な機会を通じ適正であるか考え
ていく必要がある。

②議員報酬の基準は、議員活動の
正当な対価として、その職責にふさ
わしい額となるよう、社会情勢及び
本市の財政状況を考慮する。

Ｂ

今年度は議論がなかったが、社会情勢や本市の財政状況
を考慮し、常に考える必要がある。

第26条 「他の条例との関係」
この条例は、議会活動に関する基本
的事項を定める条例であり、議会に
関する他の条例等を制定し、又は改
廃する場合においては、この条例と
の整合性を図るものとする。

Ａ

他の条例との整合性は図られている。

第27条 「見直し手続」
議会は、常に市民の意見、社会情

勢の変化等を考慮し、この条例の目
的が達成されているかを定期的に検
証し、必要に応じて、適切な措置を
講ずるものとする。

Ａ

定期的に検証をすることにより、必要となる措置が見え
てくるため、検証を継続することが必要である。

第25条
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